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1 問題の所在

16世紀， 17世紀のロツアにおいて修道院領にジェチョーヌィシ,o:ereHbllllが存

在していたことは，衆知の事実であり，ディヤーコノフは，『16-17世紀のモス

クワ国家における農村住民史概論』において，「修道院のジェチョーヌィシ」一

(1) これまで， ≪Hoc呻o=BonoKonaMcK雌 MOHaCJblpb〉)について，「イォシフォ＝ヴォロコ

ラムスキ•，ー修道院」という訳語を用いてきたが（拙稿「16世紀末イォシフォ・ヴォ

ロコラムスキー修道院領における農民負担」，『研究年報』（香川大学経済学部） 26, 

1986), 今後，一般化している「ヨシフ＝ヴォロコラムスキー修道院」と表記するこ

とにしたい。
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(2) 

般を論じた。

16世紀半ばのヨシフ＝ヴォロコラムスキー修道院でも，独自の労働力として

ジェチョーヌィシ煕TeHblWが存在していた。チホミーロフは，当修道院の雑役

を割り当てられた働き手を取り上げる中で，このジェチョーヌィシの問題に触

れている。彼は，ジェチョーヌィシの出自を，自由な遍歴者Ka3aKや一時的に修

道院の仕事に雇われた雑役夫に求めているが，同時に，多数のジェチョーヌィ

、ンが修道院領内の人々であること，彼らは期限の前に，受け取った金銭を返済

した上で，自由にジェチョーヌィ；ンを止めることもできたこと，また，当該修

道院の経済に応えるためには，俸給を受領する人達だけでは不十分で，他の

人々を別に屈用しなければならなかったこと，木さじ製造職人やろくろ師の存

在は，さしや力 yプなとの修道院の種々の記念品の制作を物語る可能性はある

ものの，手丁業者，ジェチョーヌィ‘ンの労働は主として修道院内の需要向けに
(3) 

採用されたものであること，等々を指摘している。

グレーコフも，「修道院のジェチョーヌィシ」において，それまでのジェ

チョーヌィジに関する見解を整理した上で，ヨシフ＝ヴォロコラムスキー修道

院の ≪KHmaK.JIIOqe社Ho6pOKOB≫ を利用して，次のような分析を行っている。

① ≪,!l;eTH≫ は，もっぱら監督のために指名された人物の監督の下に特別の家屋

の中で生活を送っていること

② ≪p;eTH〉)に対しては，毎年，通常は年間の賃金（＝オブローク）が支払われ

ているが，短期の者も存在したこと

③ 賃金に幅があること，ジェチョーヌィシの構成に変化があり，恒常的な労

(2)且bl!KOHOBh,M Oltep1<u U3b ucmopiu ce11brnazo Hace11eHi.R⑰ MOll<OBlKOMb ZOlyoapcm邸

(XVI-XVII 66), C-TTerep6ypr1,, 1898 (SLAVIS TIC PRINTINGS AND REPRINTINGS 210 

Ed by CH  VAN SCHOONEVELD MOUTON, 1969), c 295-321 

(3) T11xoM11pos, M H MottaCTbipb-BOT'!IIHHIIK XVI B ,≪lfcmopu'lecKue 30nurnu≫, r .3,c 148-152チ

ホミーロフは，本稿で主として利用する史料集中の文書にも言及し，利用もしてい
るが，彼が主として利用しているのは，彼がヨシフ＝ヴォロコラムスキー修道院の
文書保管所で発見し，後に監修者の一人となって刊行した文書である(KHUWl</lゆ'leii
u 0011zo6a.R l<HUW lfowrfio-Bo1101<011aMrnow MOHacmbl四 XVI6e1<a, no且pe且aKL¥碕 MH Tl!xo-

Ml!posa II A A 311M11Ha, M-、JI,1948)。本稿では，この史料集を利用するにまでは至ら
ず，今後の課題としたい。
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働者ではなく，流動的な労働者であること

④ 労働に就くに当って，各人が保証人を立てているのは， 当時，修道院に

は屈用労働者を確保するための他の手段がなかったからであること

⑤ 期間内の義務を遂行した後は，「従属性」はなくなっていること

等々を指摘し，続いて，屈用者の多数ある範疇の中の一つが，なぜ区別されて

ジェチョーヌィシという特別な名称を付けられているのか，という設問を立

て，主としてディヤーコノフの見解に検討を加えつつ，最終的には，ジェ

チョーヌィジについて，

① 修道院経済において，修道院独自の耕地の発生時及び拡張時に，幼児から

修道院に扶養されるに至った人々がそのために使われたが，こ．．こから「修道

院のジェチョーヌィシ」という言葉が出現した。

② 修道院独自の耕地を耕作するために屈用された労働者もまた，修道院の

ジェチョーヌィシと呼ばれるようになった。

③ ジェチョーヌィシの義務は農業労働者としての機能にととまるものではな

かった。ジェチョーヌィシの中には，手工業者も，修道院当局の様々な仕事

を遂行する使用人も含まれている。

④ 修道院のジェチョーヌィシは，世俗領においては，開かれた雇用という形

態を取ったり，セレブレニチェストヴォというカムフラージュされた形を

取ったりして仕事に参加されられる労働者という範疇に相当する。
(4) 

という結論を出している。

シチェペトーフしま，ジェチョーヌィシについて，ジェチョーヌィシを貧困化

し，固有の生計を営む可能性を失った農民と理解し，農民ではなく，彼らこそ

が修道院の直領地における主要な農業労働力である，と捉えている。そして，

ジェチョーヌィ‘ンの数的変化を，修道院の土地開墾事業との関連で理解し，支

払われた報酬額の変化，雇用期間，雇用に際しての担保の問題や給付内容にも
(5) 

言及している。

(4) 「peKOB,6且 MoHaCiblpKlleAeieHblllill, ≪Bonpolbl ucmopuu≫, NQ 5-6, 1945, C, 74-84 

(5) IUene ros, K H CeJibCKoe X03l!MC mo B BO I咄 ttax 11oc叫）o-BoJIOKOJiaMCKOfO MOHaCiblpll 

8 KOHL¥e 16 BeKa, ≪Hcmopullernue Januau≫, r 18, c 99, 100, 103 
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このように，ジェチョーヌィ｀ンについて論しているようではあっても，その

内容はジェチョーヌィシに限定されているのではなく，修道院における麗用労

働力の問題がテーマとなっているのである。この点は，すでに指摘されている

ことではあるが，オブロークの支払いに当たって，オブロークという表現と並

んで， 〈（煕HelKHOelKaJIOBa皿 e≫ とか ≪fO,[¥OBOelKaJIOBa皿 e≫ という表現も散見する
(6) 

ことから，オプロークが貨幣による俸給の支払いを意味していることは明らか

である。つまり，何らかの労働に対する報酬として，オプロークが支払われて

いたのである。

さらに，オブロークの支払いを受ける麗用労働力と並んで，臨時的に雇用さ

れる労働力の存在が支出帳簿の中に散見する。典型的な事例には，明らかに犀
(7) 

用を意味する ≪H硝MOBaTh≫ という言葉が使われている。また，この言葉は使用

されていないものの，労働への対価として金銭が支払われている事例がある。

したがって，当該修道院の雇用労働力を検討する場合には，オブローク支払帳

簿に示されたオブローク受領者だけではなく，支出帳緒にオブローク受領者と

しては現れない労働力をも視野に入れなければならないことになる。

本稿は，チホミーロフ，グレーコフ，シチェペトーフ等によって指摘された

諸点に関して，ジェチョーヌィシをも含めて，ヨシフ＝ウォロコラムスキー修

道院の屈用労働力の問題と捉え直し， 1978年に刊行された BomttUl-ll-lble X03.Ril-

cm細 1-lbleKl-lUZU 16 8, Ki-tuzu oe1-1e況 1-lbl.Xc6opoe u 8bln/lam llocu<fio-BollOKO./lG.MCKOZO 

MOl-lGCmblpR 1573-1595 ZZ中のオブロークの支払いに関する記載を主たる分析対

象としながら， 1980年に刊行されtこ Bomttu1-11-1b1e.xo3.Rucme邸 1-lbleKl-lUZU 16 8, 

Ilpuxoo1-1b1e u pacxo如 ble Kl-lUZU llocu<fio-Bo/lOKO.flGMCKOZO .MOl-laCmblpR 1570-80-x 

2 中の支出関係に関する帳薄をも利用して，再検討しようとするもので

(6) Born叩 HI-IbleX03只iicm邸 HI-Iblel<'HUZU ] 6 e KHuZU OeHe況 HblXc6opoe u ebm11am Hocurjio-

Bo1101<0IIQMll<020 MOHalmblpH 1573-1595 22. 1978 (以下 BXKi<如と略記）， C 224, 278, 282 
(7) B om'IUHHble xo1Hucmee1-11-1ble 1<1-1uzu 16 e llpuxoo1-1b1e u pac.xo01-1b1e 1<1-1u2u Hocurjio-Bo1101<0-

/IQMCl<020 MOHacmblp!l 70-80-x 22. M-.JI'1980 (以下BXKnp1<と略記），C32, 36-39, 57, 81 H)l.p 
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ぁ式）
したがって，本稿では，当該修道院の支出関係の帳薄，とりわけオブローク

支払帳薄を利用して，修道院の屈用労働力の実態を，労働力の提供者であるオ

ブロートチクの職種に焦点を当てながら，同時に，支出帳簿中の労働に対する

支払いをも視野に入れて，当該修道院は，とのような労働を必要としていたの

か，被雇用者はとのような条件のもとに雇用されていたのか，労働力を提供し

ていたのはどのような人達であったのか，等々を明らかにしていきたい。

なお，オブローク支払帳瘤と，支出帳簿中の麗用労働への支出は，当然のこ

とながら，支出のうちの一部に関わるものであって，支出の全てを対象とする

ものではない。他方，当該修道院の収支状況を把握し，それによって修道院の

所領経営，分業，農村工業の問題，農村における分業の問題，等々について検

討を加えるためには，少なくとも収支帳薄全体の分析を行なければならない。

残念ながら，収支帳瘤全体の分析を行うことは，現段階では不可能なので，そ

のための基礎的研究の一端として，本稿では，労働力の雇用関係にのみ焦点を

当てて，検討を加えることとし，全体像を把握することは，今後の課題としたい。

2 史料について

分析に先立って，史料として利用する文書について触れておきたい。中心と

なるのは，前述の BomttuHHblexo311ucme年 HbleKHUZU 16 8 KHUZU oeHeJ/CHbl.X c6opoe 

(8) 最初の史料集については，すでに拙稿でも言及しておいたように（前掲論文， 85
ベージ），オブロークの収入ではなく，オブロークの支出に関する記載も収められ
ている。つまり，オブロークという同一の用語が使用されながら，一方では収入を，
他方では支出を，と全く相反する行為を表わすものとなっている。したがって，支
出に関する帳簿は，分類すると，二通りあり，一つは当該修道院の日常的支出に関
するものであり，もう一つはオブロークの支払いを中心とするものということにな
る。本稿で検討の対象となるのは，後者の意味で使用されているオブロークの，そ

の支払い対象となっている人々に関してである。
1980年に刊行された史料集中の支払関係の帳薄では，当該修道院に関わる支出項
目をほぼ時系列に沿って，各地に散在する所領からの覚書をも挿入しながら，した
がって，実際の支払期日と支払関係の帳簿に記載された期日とが異なる場合も伴い
つつ，何に，いくら支出されたのか，購入あるいは支払いの担当者は誰なのか，

等々が記載されている。
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U 6bm/lam Hocu(fio-Bo1101<011aMCl<OZO MO/-laCmblp月 1573-1595zz のN230~39で，

N230 

これは， 1573年10月1日から1574年 4月30日までのオブロークの支払いを記

載しており，当時のカズナチェーイKa3Ha'leiivまニキフォール＝モーリンHMK呻op

MopMHであった。

NQ 31 

1575年10月6日から1576年 5月24日までのオブローク支払いの記載を含むも

ので，カズナチェーイはイェルマン＝チョグロコフ EpMaHq。f.ITOKOBであった。
N2132 

1579年10月27日から1580年 3月16日までのオブローク支払いの記載を含み，

カズナチェーイはベネディクト BeHe,D,MKTであった。

NQ 33 

1581年10月1日から1582年 4月28日までのオフローク支払いの記載を含み，

カズナチェーイはニキフォールであった。

NQ 34 

1587年12月22日から1588年 5月24日までのオプローク支払いの記載を含み，

カズナチェーイはニキフォール＝モーリンであった（彼の前任者はモイセイ Mow

ceii)。最初の 2葉については下がもぎ取られているので，ほぼ3分の 1しか保

存されていない。

NQ 35 

1588年10月25日から1589年 9月8日までのオブローク支払いの記載を含み，

カズナチェーイはニキフォール＝モーリンであった。

N236 

1588年12月1日から1589年 6月11日までのオブローク支払いの記載を含み，

カズナチェーイはニ'キフォール＝モーリンであった。

N237 

1589年10月1日から同年11月20日までのオプローク支払いの記載を含み，カ

スナチェーイはニキフォール＝モーリンであった。
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NQ 38 

1589年12月11日から1590年 9月 4日よりも前までのオブローク支払いの記載

を含み，ニキフォール＝モーリンのカズナチェーイ在任中に関わるオブローク

支払であった。

NQ 39 

1592年 3月15日から1593年までのオブローク支払いの記載を含み，カズナ

チェーイについては不明である。

以上が刊行者による日付けとその時のカスナチェーイの氏名であるが，本稿

では，この10の文書について， N230の冒頭に，

7082年10月 1日 (1573年10月 1日）に，カズナチェーイであるニキ

フォール・モーリンは，馬係，ジェーチ，屋敷番，炉焚き人，漁師達にオ
(9) 

ブロークを与え始めた。

とあるように (N23l,N232, N233, N235の冒頭でも同様である），旧露暦の新年

の始まりである 9月 1日から 1ヶ月後の10月 1日，あるいはその直後にオブ

ロークの支払いが開始され， N234の冒頭に，

カズナチェーイであるニキフォール・モーリンの支出帳緒。前任のカス

ナチェーイであるモイセイが与えなかった残りの人々に対して， 12月（破
(10) 

損）にオブロークが与えられた。

とあるように (NQ36,NQ 38, NQ 39も同様），それ以外の期日から記載されている

場合には，「残りの人々にオブローク」の支払いが行なわれていること，を原則と

して，次のような操作を行なった。

A N235については，冒頭では ≪7097-rooKrn6pl! c 1-ro叩 c.rra≫~.0588年10月 1 日·

から）となっているものの，途中から ≪.Jlera7096-ro Ma珈 B25煕 Hb≫(1588年

5月25日）となっていることから，後半部分についてはNQ34と合体させ，

(9) 〈,Jlera7082-ro MeCl!l.¥a OKTl!6pll B I /],eHb ITO'leJI /],aBarn Ka3Ha'leii HHK叫）op MopHH o6po-

KM KOHIOXOM H八ereM,H 八BOpHHKOM,H HCI06HHKOM, H pbI60JJOBOM≫(BXKゆce,c. 190)。

(10)≪KH叩 pa3CXO八HbreKa3Ha'!el! crapl.¥a H HK呻opaMopttHa, /J,aBaH o6poK八OCIOJlbHb!MJIIO← 

邸 M,KOIOpb!M He /],aB皿 npe)l(tteHKa3Ha'leH crape!.¥ Mottce材96-ro/J,eKa6pll . ≫(TaM況 e,c235)。
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それによって1587年12月22日から翌1588年 9月までのオフローク支払いを反
01) 

映したものと捉えることができること，

B N236は， N235の前半部分と合体することによって， 1588年10月から1589年

6月までのオフローク支払いを反映したものと捉えることができる

C N238の冒頭では， ≪.Jlern7098-ro ,[¥eKa6pH MeCH~a B 11庶Hb≫ 「1589年12月11

日」に残りのオブロートチクにニキフォール＝モーリンの年のオブロークを

支払い始めた，とされているが，途中で，〈<.Jlern 7099-ro Mee只~a ceHrn6pH B 4 

煕 Hb≫ 「1590年 9月4日」となっており，これ以降に記載されている人物と，

N237で記載されている人物の間では同一人物と比定される名前が相当数登場

していることを考慮すると， N238も前半部分と後半部分とを切り離して，前

半部分をN237と合体させ， 1589年10月から1590年の何月かまでのオフローク

支払いを反映したものと捉え，後半部分は10月からオフローク支払いが開始

されるという原則からは逸脱するが， 1590年 9月以降に新たに開始されたオ

ブローク支払いとして独立させる

D N239も冒頭では， ≪.Jlern7100-ro Maprn B 15 ,[¥eHh≫ 「1592年 3月15日」に残り

のオブロートチクにオフロークを支払い始めた，とされているが，途中で，期

日は記載されていないものの， ≪KHHra06po咄 hIH101-ro ro八yIlo'leibI o6poKH 

且OBarnBCHKHM o6pO'IHblM瞑 ),[¥eM≫ 「1592年のオブローク帳瘤。全オフローク

受領者にオブロークが与え始められた」となっており，途中から新年度の支

払いが開始されたことが分かるので，前半部分と後半部分とに分離する

このような操作によって，結局，オフローク支払帳瘤によって網羅できる時

期は，

(1) 1573年10月 1日から1574年 4月30日まで，

(2) 1575年10月6日から1576年 5月24日まで，

(11) 史料集の刊行者は， NQ35の後半部分にある≪97-roceHTH6pH B I邸 Hb≫ の箇所を，こ
の帳疱ほ ≪.nera7097-ro oKrn6pii 25邸 Hb≫で始められているのだから， ≪98-rocett rn6pll 
B I煕Hいでなければならないとしているが (TaM次 e,C 248), 後半部分は≪.nera7096-
ro Mattl! B 25八eHb≫ で始まっているのだから，ちょうど年がかわる 9月1日にこのよ
うな表記がなされているのは当然だと思われる。
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1579年10月27日から1580年3月16日まで，

1581年10月 1日から1582年4月28日まで，

1587年12月22日から1588年9月8日まで，

1588年10月25日から1589年6月11日まで，

1589年10月11日から1590年のある時期まで，

1590年9月4日からある時期まで，

1592年3月15日からある時期まで，

1592年10月1日から翌1593年のある時期まで

の10の期間ということになる。しかし， 1年間を通しての，オブローク支払い

の全てを網羅したものではなく，日付けの不明確なものも含まれている。が，

当該修道院の雇用関係を探る上では，ある程度の事柄を把握することはできる

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

ヽ
ー
ノ
、
ノ

8

9

 

（

（

 
(10) 

であろう。

また，すでに触れたように， Boml/UHHbiexo3nucmeeHHb1e 1<Hu2u 16 e IlpuxoOHbie 

u pacxoOHbie 1<Hu2u Hocurfio-Bo.no1<onaMc1<020 MoHacmbzp月70-80-x2 の中にもオブ

ロークの支払い関係の記事が含まれているので，それをも参考にしながら，検

討を加えていきたい。ただ，支払帳緒の記載では担保に関する記述は欠けてい

る場合が多い。また，多くの場合は，オブローク帳簿に記載された日付けと，
(12) 

支出帳薄に記載された日付けとが異なっている。これは，修道院側がオブロー

クとなる金銭をオブロートチクに渡すべき人物に与えた時期と，実際にオブ

ロートチクが金銭を受け取った時期とのタイムラグを示すものとも考えられる。

分析に入る前に，史料中の記載形式について，一言触れておくと，オブロー

クの支払いに当たっては，支払期日，オブローク受領者の名前，職種，オブ

ロークの金額，またはそれに代わるものが記載され，ついで，担保あるいは保

証人についての記載があり，保証人については，その名前，職種あるいはオプ

(12) 例えば，木さじ製造戦人ミハイル（アンドレイの息子）に対するオブロークの場
合，オブローク支払帳節では10月1日となっている (TaM灰e,C 190) が，支出帳簿で
は10月15日となっている (BXRnp1<,c 44)。
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(13) 

ローク受領者との関係が記載されている。が，オブロークの支払いに際して，

全ての事項が漏れなく記載されているわけではなく，とりわけ支払期日の欠け

ている場合が多く見られる。

II オブローク受領者

1 オプローク受領者の職種

まず，オプローク支払帳簿に登場するオブローク受領者の職種に注目しなが

ら，当該修道院がとのような労働力を必要としていたのかを検討してみたい。

史料中に登場するオブローク受領者の職種を一覧表にまとめたものが表11―

1である。

ここに見られる職種を労働の性質によって分類してみると，

A 農業～且eieHbllll(八eieHOK), 野菜栽培者 oropo八HOH' 草刈り用地摘取り人

OCipOBJ.J..¥llK , 

B 牧畜関係～家畜の世話人 BO,JIOBliK, 馬係 KOHIOX, 牧人 rracryx (rracryx 

)I(HBOTl1HH011) 

c 漁業～漁師 pbl60.JIOB

D 手工業～桶屋6o'lapHHK, 石エ KaMeHll¥liK' 製革工KO)l(eBHliK, 車大工 KO-

JieCHHK, 火掻き棒製造人 KO'lepe)l(HHK' 鍛冶屋 KY3Hel¥, 木さじ

製造職人 JIO)l(e'!HHK, 製粉業者 Me.JihHliK, 槌エ MO、JIOIOBlllHK,

裁縫師 rroprno材(rroprno材Macrep,rroprHo材lllBeu), 大工 11,JIOIHliK,

靴工 carrO)l(HliK, 鞍師 ce只e.JihHliK, テーブルクロス織工 cKarep-

THliK , ろくろ師 TOKapb, ストッキング製造工 'IIO.JIO咄 HK,

E 家内労働～仄er11, 炉焚き人 11cro6H11K, 料理人 IlOBap, 

(13) 例えば， ≪T OBO lK MeCl!Ua s 23郎 Hb邸 HOOB八OibHHbCKOMYHCI06HHKY 0枷OHKeo6poKy 

10 a.rrrbIH, B3l!J1 tta Hero crapeu Ce11yllH≫(BXKo<a, c 191)でほ，((T0B0)K MeCl!Ua B 23庶 Hb≫
が支払い期日，く<OB八OR碑 HbCKOMYHCI06HHKY≫ が職種， ≪O牝OHKe≫ がオブローク受領者，
≪crapeu≫ が保証人の身分， く<CeJ1yllH≫ が保証人の名前である。
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表 11ー 1 オブロートチクの職種

職業又は職階 日本語訳
60•1apHHK 桶戸
BOJJOBMK (BOJJOBHMK) 家 苔の世話をする人
/l-BOpHHK 犀 灯苓掃除夫
煕 TCHblW仇eTeHoK)

亙雇堂置わ務れ匿者て修道院領で働く下男
八CTH 内の家内使用人
Jlb月lJOK （正教教会の最下位勤務者）
HKOHHHK イコン製作者，イコン絵師
HCT06HHK 釜焚き人，炉焚ぎ人
KaJaK 日屈い農夫；作頁税男か，ら自由で，屈われて

働く自由人； 召使
Ka1aK MeJibH血 HOH” 日雇い製粉従事者
KaMeHIUHK 煉瓦石稲職人；石エ；金屈細工人
KawesoH .. nosap 行軍付料理人
KO)KeBHHK 

KO.'leCHHK 

髯疇木さし製9 造 中大工KOHi-OX ・厩番
KO t1ep e)KH HK 造職人
Ky,Heu 冶工
no>KelfHHK 職人
MCJlbHHK (MCJlbH皿 HOH) 製粉従事者；粉屋
MOnoTOBWHK (MOnOTHHK) 鎚工；鍛冶屋；鍛工
oropO)lHOH (oropO)lHHK) 野菜栽培者
OCTpOBlllHK 草刈地の摘み取り人
11acryx 的夫教童
rIJIOTHHK 大工
nosap (nosapKo) 料理人
noprno月 裁縫師；仕立屋
pb!foJIOB (pbI60JJOBJJb) 漁師漁夫
canO>KHHK (canO>KHO材） 靴工，靴屋
ce仄CJlbHHK 鞍師鞍屋
CKaTepTHHK プーブルクロス織エ
cnyra (cnylKKa) 使用人召使下男
CTOpO)I{ 番人，見張人
CTpeneu 射手
TeJJelKHOH 4輪荷馬車や荷物運搬車の製作・修理者
Tene氷HOHnoaap 

TOKapb 

旋下召盤級使工堂い ； ろくろ師Tpane3HO材 務者
4eJTOBeK (JTIO皿） ，下男
1.IIOJJ01.IHHK ストッキング製浩エ
HCeJlbHH4Hl-1 ’—. 紘辛起の下男

〔典拠〕 Boml/UHHble xo1月ucm舵 HHble1<Hu2u XVI 6 KHu2u OeHeJICHblX c6opo6 u 

6bmAam Hocu¢o-B0Ao1<0几QMCl<020MOHaCmblpR 1573-1595 22'M -.Jl., 1978, 

NQ .30-.39より作成。
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F 教会・修道院の宗教的業務関係~Ab四 OK, イコン制作者 ll.KOHH郎，使用人

CJiyra, 下級堂務者 rpaneJHO柑，

G その他～屋敷番只BOpHll.K, 番人CTOpOlK,Ka3aK, 射手 crpe.Jief.¥, 

このように，職種として多いのほ手工業関係である。

次に，職種毎の雇用人数がどのように変遷していったのか，を先の時期区分

に沿ってまとめたものが表 1Iー2である。

オブローク支払帳瘤が完全なものではないため全てを網羅しているわけでも
(14) 

なく，記載期間の不統一もあるので年次によってばらつきが大きいが，各年次

を通して必ず登場しているのが煕reHbllll と馬係 KOHi-OX, 1年だけ欠けている

のが炉焚き人 ll.CT06Hll.Kと番人cropolK, 2年欠けているのが屋敷番 ,!l;BOpHll.K, 鍛

冶屋 KY3Hef_¥, 製粉業従事者 Me.JibHll.K, 大工・.ITJIOIHll.K , 裁縫師 noprHofi, ろくろ

師 TOKapb, ストッキング製造工 q1-0.JioqHll.Kである。 KY3Hef.¥と MO.JIOIOBlllll.Kの仕

事内容が同一であること，同一人物が KYJHef.¥ とも MOJlOIOBlllll.Kとも呼ばれて

いることを考慮すると，鍛冶屋については，欠けている年は 1年だけということ

になる。炉焚き人ll.CI06Hll.Kと屋敷番八BOpHll.Kについては，個別具体的に名前を

記載してはいないものの，村々のll.CI06Hll.Kと,!l;BOpHll.Kにオブロ・ークとして支払
(15) 

うために修道士 crape1.1 に金銭が渡されている事例があり，表中には現れてい
(16) 

ない炉焚き人と屋敷番の存在が推測される。

表 1Iー2からほぼ年間の趨勢を捉えることができるのは，前述の時期区分に

従うと， (1), (6), (7)で， (5)~ (8)は，不十分ながら，連続している。各
年次で圧倒的な部分を占めているのは煕IeHbllllで，次いで炉焚き人ll.CI06Hll.Kと

(14) 年次については， 10月 1日を起点として翌年の 9月30日までを，起点の10月 1日
を含む年の年次とする。例えば， 1573年度という場合は， 7082年10月1日 (1573年
10月 1日）から7083年9月30日 (1574年9月30日）までを指している。
(15) 村名が分からないものが BXI<1<oce, c 206, 209~ こ，また，ブジャロヴォの村々，
スパスコニの村々，ウスペンスコエの村々， Jレコウ` ニコヴォの村々 について， TaM 
攻 e,C 233, 234に，それぞれ記載されている。なお，後者については， ≪/1,C'I CHbllllbl≫ 
あるいは≪庶Ill≫ も対象となっている。
(16) 表中に現れていない可能性については，屋敷番と炉焚き人には限定されず，牧人
についても (T!!XOMllpOB,M H y紐 3 CO'!, C 151) , また，註15に見られるように，ジェ

チョーヌィシしこついても言えることである。



表 II-2 オブロートチクの人数の変遷

戚裡 1573 10.1~ 1575 10.16~ 1579 10.27~ 1581.10 I~ 1587.12 22~ 1588 10.25~ 1589.10 11~ 1590 9 4~ 1592 3 15~ 1592 10 l~ 合計
1574.4.30 1576.5.24 1580.3.16 1582.5.9 1588.9.8 1589.6.11 1590 

桶屋 2 1 2 2 7 
家畜の世話をする人 1 1 1 1 1 1 6 
屋敷番，掃除夫 29 8 4 26 24 31 18 12 152 
屈われて修道院領で働く下男 52 40 38 54 20 64 79 42 27 42 458 

修道院製内（正作の教家者教内，会使イの用コ最人ン下絵位師勤
2 6 8 

堂務者 務者） 3 2・ 1 1 7 
イコン' 1 1 
釜焚き人，炉焚き人 32 6 13 12 13 20 25 15 20 156 
日雇い農夫；貢税から自由で，雇 1 1 2 
われて働く自由人：作男；召使
日屈い製粉従事者 1 1 
煉瓦石積職人：石エ；金属細工人 1 1 2 
製革工 2 2 2 2 8 
車輪製造人，車大工 1 2 2 1 1 7 
馬丁，馬係；厩番 15 14 13 15 3 12 12 ， 5 14 112 
火掻き棒製造戦人 1 1 1 1 1 1 1 7 

1 1 闘行軍付料理人 2 1 1 2 3 3 3 2 17 
人 1 1 1 1 4 
粉屋 1 1 1 1 2 3 3 2 14 
；鍛工 1 1 1 1 4 

2 2 
草刈地の摘み取り人 2 2 
牧夫，牧童 1 4 3 4 4 16 
大工 6 6 4 4 3 4 4 5 36 
料理人；製造業者 4 2 4 1 3 5 5 1 4 29 
裁縫師；仕立屋 5 5 6 10 5 7 8 2 48 
漁師，漁夫 5 5 4 3 4 4 4 29 
靴工，靴屋 6 4 4 4 5 5 5 1 34 
鞍師，鞍屋 1 1 1 1 1 2 1 8 
テーブルクロス織エ 1 1 1 1 1 1 1 1 8 
使用人，召使，下男 4 2 6 
番人，見張人 4 4 2 6 1 5 6 2 7 37 
射手 7 6 4 2 3 1 1 24 
4輪荷馬車や荷物運搬車の製作・ 1 1 1 3 
修理者
TeJielKHoii nosap 3 6 2 1 1 1 14 
旋盤工：ろくろ師 1 1 2 2 1 2 2 2 13 
下級堂務者 1 1 1 1 1 1 1 7 
召使い，下男 1 1 
ス｝ッキング製造工 1 2 1 3 1 2 2 2 14 
修道院の下男 1 1 2 
不明 5 2 2 2 2 3 1 17 
合計 198 109 119 140 87 178 211 84 78 121 1325 

〔典拠JBom'-IUHHbze xorniicmBeHHbze 1<Huzu XVI 6 KHuzu oe11e況 1-lblXc6opo6 u Bbm11am Hocu<fio-Bo1101<onaMc1<ozo MOHacmblpR 1573-1595 zz, M -.JI, 1978, NQ 30-39 

より作成。
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屋敷番八BOpHHKである。

(1) と (7) とを検討すると，恒常的に屈用されているのは農業関係では

煕 reHblW '牧畜関係では家畜の世話人 B0.f!OBHKと馬係 KOHIOX, 手工業関係で

は火掻き棒製造職人KO'lepelKHHK' 鍛冶屋 KY3He~, 裁縫師 rroprnoii, 靴工 carrolK・

HHK, 鞍師 ce且eJlbHHK, テーブルクロス織エ CKl!IepIHHK, ろくろ師 IOKapb, ス

トッキング製造工・.'IIO.f!O'IHHK また大工 Ilf!OTHHKを加えることができる。また，

漁業の漁師 pbl60f!OB, そして，屋敷番，炉焚き人，番人，射手，教会関係の下

級堂務者 rparre3HO社である。職種としては手工業関係が多いものの，その人数

は 1~7人と，多くはない。圧倒的に多いのは，屋敷番，ジェチョーヌィシ，

炉焚き人，馬係で，中でもジェチョーヌィ‘ンの比率が最も高い。屋敷番と炉焚

き人についてはほぼ同数で，後述するように，修道院領内の村の数にほぼ等し
(11) 

く，プリカ・ース単位に，中心となる村を基地として，各村にオブロークが配分
(18) (19) 

されていたと思われる。馬係については，ほぼ12人前後となっている。牧人

は， (4)以降にしか現れておらず，牧人が雇用されているのは当該修道院の近

郊の村々と呼ばれているノーウォエ村・オトチシチェヴォ村・ブイゴロド村・
(20) 

イリイツィノ村の 4ヵ村だけである。製粉業従事者は，複数の人物が記載され

ている年もあるが， 1人だけの場合が多い。教会・修道院の宗教的業務に関わ

(17) 当該修道院におけるプリカース制については，拙稿「ロシア統一国家成立期の農

村」，『ロジア史研究』第44号， 1986年12月， 17ページ，註9を参照されたい。
(18) プリカース内の村々が，その中で中心となる村名を冠したヴォロスチ名で呼ば

れていることについては，拙稿「ロジア統一国家成立期の農村」， 4ページを参照さ
れたい。なお， 1589年7月11日に，シェスタコヴォ村，コンドラトヴォ村，レストゥ
ヴィツィノ村，ラグシノ村，ウエペンスコ工村，ベルコヴォ村，ボロバノヴォ村，

ヴォルシノ村の屋敷番にオブロークが支払われたが，金銭が渡された場所はウスペ
ンスコエ村 (BXJ<KOl6,c 253, 254)で，これらの村は同一のプリカース内にあり，その

プリカースの中心がウスペンスコ工村であった。

(19) 馬は耕作用としても必要であり，支払帳簿でも馬の治療のために，またオブロー

ク支払帳瘤では保証人として，馬医者が登場しているほどであるから， 12人という
数字は少ないように思われる。家畜数を考慮すると，家畜の世話人が 1人だけとい
うのも奇妙である。

(20) 「修道院近郊の村々」ついてほ，拙稿「ロシア統一国家成立期の農村」， 4ベージ

を参照されたい。
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るものについては，オブローク受領者そのものが多くない。射手は，修道院そ

のものとの関係が不明確であるが，常時オブローク受領者を抱えていたようで

ある。 1588年と1589年には， 2人の射手に対して，カザン遠征の報償として追
(21) 

加分0.. 5ルーフリが与えられている。なお，本稿では非宗教的業務に関わる戦

種を主として扱うことにしたいので，教会・修道院の宗教的業務に関わる職種

については後の検討対象からは除外することにする。また，射手についても除

外する。

さて，このような職種の人々がオフロークの受領と引換えに，当該修道院と

何らかの関係を取り結んだことになるのだが，その際，オブローク受領者は当

該修道院に対してどのような義務を負うことにあるいは拘束を受けることに

なったのだろう。言い換えると，修道院はオブロークを与えることによって，

オブローク受領者に何を期待していたのだろうか。また，なぜこのような関係

を取り結ふ必要があったのだろうか。そこで，次にオブローク受領に際して，

オブローク受領者が負うことになるであろう義務について検討を加え，続い

て，オブローク受領者の負う義務に対して，修道院側はオブローク以外に何を

反対給付として与えたのか，また，オブローク受領者は何を期待していたのか

の検討を行ってみたい。

2 オブローク受領者の義務

オブロークを受け取る人逹は，通常「オブロートチク」ないし「オブローチ
(22) 

ニエ＝リュージ」≪o6po叩 ble.ITIO,[(H≫ と呼ばれているが，時には ≪,[(eITOBb!e.ITIO皿≫
(23) 

とも呼ばれている。また，一定の労働の対価として受け取った金銭が，全て

オブロークと呼ばれているわけではない。 ≪煕He)l(HQe)l(aITOBaHbe))とか≪fO,[(OBOe
(24) 

)1(anoBaHbe≫ という表現も見られる。また，オブローク支払帳簿ではなく，支出帳

(21) BXK1<0C6, c 250 

(22) TaM灰 e,C 215, 237, 238, 244, 248, 256, 261, 277, 281 

(23) TaM次 e,C 224 

(24)≪B TOM 90-M ro;zy KaJHa'!eii HHK呻op八aB皿邸He)l(HOe)I(皿 oea皿 e,o6pOKH, . ≫(TaM況 e,

C 224), あるいは≪且aHoro;iaBoro)I(邸 OBaHbllKy3bMe KpeHHl.¥blHY 2 py6暉邸Her≫(TaM況 e,
C 282)等。
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薄の中に記載されている，その時々に必要な労働への賃金の支払いに対しては，

オブロークという表現は使われていない。時々，賃金 Ha如あるいは ≪Morope11≫

という表現が見られたり，賃金受領者に対して「ナイミート」 ≪H硝MMT≫という
(25) 

表現が使われたりもしている。

しかし，オブロークの支払いに際しての特徴の一つは，例外があるとはいえ，

すでに指摘されているように，担保あるいは保証人を必要としていたことであ

る。このような形式が見られるのは，金銭の貸付の場合で，この際には金銭の

貸与と引き換えに，「カバラー」 ≪Ka6aJia≫(借用証，債務証書）が借用者から提
(26) 

出されている。当該修道院でも，検討の対象となっている時期に，農民などに

金銭の貸与が行われていた。他方，賃金の支払いが行われる場合には，通常，

被雇用者の名前（記載のない場合もあるが），労働の中味，賃金の額が記載され

ているだけで，被雇用者の側から修道院に対して提出されるものほない。オブ

ロークの支払いに際してのみ，特別な形式が採用されていることになる。これ

はとうしてなのだろうか。

この点で，注目しなければならないのは，オブロークと賃金HaeMの，次のよ

うな用法である。すなわち，

同月 5日 (1574年2月5日ー引用者），アンゲロヴォ（村）において，レオ

ンティーの息子でジェチョーヌィシであるオルチューシカにオブローク10

アルトゥインが与えられた。 1年間過ごすために，15アルトゥインが彼に与
(27) 

えられる。すなわち，彼には25アルトゥインが賃金として与えられる。

(25)≪HaeM≫ , ≪Ha暉 Ill≫ ≪Hal!MIII≫ ≪Hal!MOBalll≫r についてはBXKnp1<,c 30, 32, 33, 35-39, 43, 
44, 51, 57, 74, 77, 81, 125, 126, 128, 129, 131, 206, 207, 210, 213, 215, 216, 259で，く<Moropeu,≫
についてはTaM加e,C 31, 32, 58で，それぞれ使われている。
(26)貸付の場合には，次のような形式が取られている。
≪Toro lK ,!¥HH皿HOMeHlllllKY Op1eMbeBy CbIHY, rypOBCKOMY Kn!O咄 IIKY,py6nb煕11er.A只arn

eMy Kpec1訊 HOMB3謡Mb!11 B3HIII Ha KpeCJb只HKa6邸 bl.≫

「同日，アルチェムの息子で， トゥーロヴォ村のクリューチニクであるメンシク
に1ルーブリが渡されたが，彼はこのお金を農民達に貸付け，農民達に対してカバ
ラーを取らなければならない」 (TaMme, c 25)。

(27)≪Tono lK MecHu,a B 5邸Hb底IHOB AHr皿 one11e1ettbillllO Op110I11Ke .Tienomeeny ChIHY 

o6poKy 10邸 lblHA KaK OTlKl!Ber ron, IIHO eMy A叫 15邸 IblHH scero eMy 11a1b Ha恥 yno,!¥ 

30邸 TblH≫(BXKnp1<,c 69-70)。
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このように，ここでは，オブロークと賃金が同一の意味で使用されているので

ある。

また， 1590年9月4日付のオフローク支払いに際して，

漁師グリーシャに対して，オブロークとしてカバラーにしたがって 1

ルーブリが支払われた。そして，彼には貧困の故に10アルトゥインが与え
(28) 

られた。彼の担保はチャシチャ部落にある彼の戸である。

と記述されている。ここでは，オブロークが貸付の際に使われるカバラ・ーと関

連づけられている。

では，オブロークという表現にほ，洋なる労働力の麗用ではない，特別な意

味が含まれているのだろうか。そのことはまた，オブロートチクという表現が

特別な意味を持っていることをも示唆しているのだろうか。オブロートチクと

は何であったのか。このような点も問題となってくるが，それはさておき，オ

ブロークの受領に際してオブローク受領者は当該修道院に対してどのような保

証を与えたのだろうか。

【オブローク受領者の当該修道院に対する保証】

保証に当っては，自己の戸を担保とする場合，保証人をたてる場合，両方

の場合，どちらも提供していない場合，の 4つに分類できるが，保証の内容に

ついては，同一人物でも固定的ではなく，時とともに変化が見られる場合もあ
(29) 

る。とはいえ，保証人も戸を担保とする必要もない場合は3例しかなく，大部

分のオブローク受領者は，何らかの形で保証となるものを修道院に提供してい

たことを，ここでは確認するにとどめて，保証形態の問題については，オブ

ローク受領者の実態を検討する際に再び触れることにしたい。

次に，保証となるものを修道院に提供した後，オブロークを受領した人達が

(28)≪3anna'letto 3a fp皿 1103a pb16on0Bnll no Ka6年 3ao6poK py6nb庶Her且aeMy)I(.r1atto 3a 

6e,!IHOCib 10 aJIIbIH≫(BXR1<如， C 276)。

(29)後に触れるように，そのうち 2例は古参住民であることがその理由とされている
(faM :>Ile, C 201)。
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当該修道院に対して負うことになった義務内容について，労働の内容と労働の

場，拘束内容の順で検討してみたい。

では，オブローク受領者は，具体的にどのような労働を行っていたのであろ

うか。労働の場はどこであったのだろうか。

【労働の内容】

この点について，オプローク支払帳薄では，わずかの例外を除いて，ほとん

ど記載されていない。例外的なのは，オブロークの支払に当たって，義務的に

行わなければならない労働の中味を，ある程度明記している場合で，

(1) 耕地の耕作を義務づけている事例
(30) 

① ブィコヴォ村の屋敷番 (1574年1月8日）

② イエヴレヴォ村の屋敷番であるアンドレイは， 1年前にイエウ｀レヴォ村に

おいて耕地を耕作しているので，そのオブロークとして15アルトゥイン受け
(31) 

取っている (1574年2月16日）。

③ エリナルホヴォ E.JlHHapXOBO村の屋敷番であるザハルコ 3axapKoは， 1年

前にネウェレヴォ村にある修道院の耕地を耕作した報酬として0.. 5グリヴナ
(32) 

受け取っている (1588年）。

④ トルィズノヴォ Tpb13HOBO村の屋敷番であるマカルコ MaKapKo は，オブ

ローク 4グリヴナの他に，耕作の報酬として 2グリヴナを受け取っている
く33)

(1588年）。

⑤ ウスペンスコ工 YcneHcKoe村の屋敷番であるルカ、ン JlyKa!llfま，オブロー

ク0.25;レーブリの他に，雇用労働者用の耕地に対する賃金 HaeMとして 2グ
(34) 

リウ｀ナを受け取っている (1588年）。

⑥ ボロバノヴォ Eo.no6aHoBo村の屋敷番であるマクシムコ MaKCHMKOfま，オブ

(30) TaM況 e

(31) TaM況 e,C 203 

(32) TaM況 e,C 236 

(33) TaM況 e,C 246 

(34) TaM況e
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ローク 2グリヴナの他に，雇用労働者用の耕地の耕作に対する報酬として 2

グリヴナを受け取っており，しかも，それぞれについて別の保証人を立てて
(35) 

いる (1588年）。

⑦ 屋敷番は，雇用労働者用の耕地の耕作に対するオブロ・ークとして10アルト
(36) 

ウィンを受け取っている (1589年 7月11日）。

⑧ カウ` リノ 1asp1-1Ho村の屋敷番であるマーカル M邸 apは，オブローク 10ア

ルトウィンの他に，修道院の耕地の耕作に対する報酬として 4グリウザを受
(37) 

け取っている (1589年12月11日）。

(2) 家畜の放牧を義務づけている事例

① ヴェリヤミノヴォ 8ef!bl!MHHOBO村の屋敷番であるイワンは，息子が家畜の

放牧を行うことを前提に 5アルトゥインを受け取っている (1573年12月 7

日)38:

② マモヽ、ンノ MaMOillHHO村の屋敷番であるダニ.Jレコ ,l];aHH:TIKO(15 7 4年 1月 8

日)39)0 (40) 

③ リトヴィノヴォ，JlHTBHHOBO村の屋敷番であるニキートカ HHKHTKa(同上）。
(41) 

④ オウト` チイノ 0B且OT碑 HO村の屋敷番であるミハルコ M1-1xa11Ko(同上）。

⑤ トJレィズノヴォ Tpbl3HOBO村の屋敷番であるオフォンカ〇¢oHKa(1574年1月
(42) 

16日支払）。

と，いずれも屋敷番に関するものである。屋敷番については，この他，菜園用

の野菜の種子，燕麦を購入するための費用が渡される場合があ J4~) 菜園の世話

(35) faM況 e,C 247 

(36) TaM況 e,C 253 

(37) TaM攻 e,C 268 

(38) TaM況 e,C 197 

(39) faM況 e,C 201 

(40) TaM灰 e,

(4}) faM況 e,

(42) faM況e,C 202 

(43) faM況e,C 245 
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にも携わっていたと思われる。

屋敷番以外では，火掻き棒製造職人であるミハイル Mttxa如について，オブ

ローク受け取りの代償として長い杖と火掻き棒をいずれも200本ずつ製造する
(44) 

ことを義務づけている場合がある。

【労働の場】

ところで，修道院はどこで労働力を必要としたのだろうか。修道院は，シェ

ストラ河畔に存在する本院だけではなく，さまざまな施設を所有していた。例

えば，所領内の村には教会・教会に付属する教会堂・救貧施設，司祭TIOTI',[l,bl!KOH・

TIOHOMapb. npocKypHMl¥a. c.nyra MOHaCiblpCKOMの居住する戸などが，検地帳などの

史料中に登場しており，それと並んで，教会の耕地，修道院の草地などにも言
(45) 

及がある。ところが，ソートナヤによって把握されている人逹は，ほとんどが

農民であり，手工業者に関しては，大工・テーブルクロス織エ・鞍職人が村内
(46) 

に居住している事例が一部にあるだけで，皆無に等しい。が，手工業者が相当

数村内に居住していたことは，次章で述べるとおりである。

職種の中で，村名との結びつきがとりわけ強いのは，屋敷番と炉焚き人につ

いてである。屋敷番の場合，クリュコヴォ KpIOKOBO村・ゴルボヴォ fop60B0村

・オボブロヴォ 06o6ypOBO村・ベイナBe11tta村を除く全村と関わっており，ベ

リヤミノヴォ Benbl!MHHOBO村・リトウ互ノヴォ，JlHIBHHOBO村についても，屋敷
(47) 

番が登場している。

炉焚き人については，ネヴェロヴォ村・クリヤノウ‘ォ村・スボヴォ村・ク

(44) TaM況 e,C 190 

(45)例えば， Ai<mblifjeooanbH020 JeM屈 BnaoeHURu xo1戒cmeaXIV-XVI螂 oa'l!2, M-.JI, 1956 

（以下A<P3Xと略記）， NQl347 
(46) 1569年7月20日のソートナヤに拠ると，ナチャピノ＝ノーヴォ工村には大工ミハ
ルコとテーブルクロス織エガヴリルコが，ボクロフスコエ村には鞍師が住んでいた
(foM灰 e)。

(47) 1573年から1593年にかけての当該修道院の所領については，拙稿「16世紀末イォ
シフォ・ヴォロコラムスキー修道院領における農民負担」， 66, 67ページ；
≪KHuza l<n/Ol/eU U oon208邸邸uzaHocugio-BonoKonaMrnozo MOHaCmb1p.R XVI螂かに収録さ

れている巻末の地図と 5ページの地図を参照されたい。
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リュコヴォ村・ラグチノ村・ベルコヴォ村・モレチキノ村・レトキノ村・コル
(48) 

ボヴォ村を除く 33ヶ村と関わっており，モスクワにも派遣されている。が，炉

焚き人の場合に特徴的なのは，炉の存在が人間の生活の場，あるいは労働の場

と結びついていることによって，後述するように，炉焚き人自身の労働の場が

他の人々の生活の場，労働の場と密接に結びついていることである。

ジェチョーヌィシの場合も，まれに村名あるいは部落名と結びついている。例
(49) (50) 

えば，ガウ｀リノ村については2件が各 1人， 1件が2人，もう 1件が4人，ネ

ヴェロヴォ村・エリナルホヴォ村・ラグシノ村・サヴェリエヴォ村・ボロバノ
(51) 

ヴォ村・ブジャロヴォ村については，それぞれ 1件で 1人，ブイゴロド村・
(52) 

トゥーロヴォ村については各 1件で3人，レリャヴィノについてほ 1件で
(53) 

4 人，レトキノ村については 2 件で， 1 件が 5 人，もう l 件が 8 人:~ クリュコ
(55) 

ヴォ村については 1件で5人，ウスペンスコエ村については 2件で， 1件が
(56) (57) (58) 

3人，もう 1件が 1人，ゴルボヴォ村については 1件で3人，ベーリ村につい
(59) (60) 

ては 2件あり， 1件が2人で，他の 1件が4人，アンギロヴォ村については4
(61) (62) (63) 

件あり， 2件が 1人ずつ， 1件が4人，もう 1件が5人，ノーヴォエ村につい
(64) (65) 

ては 3件で各 3人ずつ，イリイツィノ村については 1件が 3人， 3件が 4人

(48)モスクワヘの派遣についてほ， BXJ<1<oce,c 194, 227, 236 
(49) TaM況 e,C 270 

(50) TaM me, c 281 

(51) TaM灰 e,C 204, 245, 246, 253, 270 

(52) foM灰 e,C 246, 251 

(53) TaM液 e,C 270 

(54) TaM況 e,C, 251, 270 

(55) TaM況 e,C 270 

(56) TaM me, c 252 

(57) TaM況 e,C, 270 

(58) TaM灰 e,C 280 

(59) TaM灰 e,C 270 

(60) TaM me, c 280 

(61) TaM灰 e,C 196, 204 

(62) TaM灰e,C 270 

(63) TaM灰e,C 281 

(64) TaM'//Ce, c 252, 269, 280 

(65) TaM灰 e,C 280 
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(66) ずつ，オトチシチェヴォ村については 4 件で各 4 人ずら~:)という事例が見られ
る。

しかし，ジェチョーヌィ‘ヽンの場合の村名との結びつきは，前2者とはその性

格が少し異なるように思われる。屋敷番と炉焚き人については，その村を担当

するという意味合いで使われているようであるが，ジェチョーヌィ、ンの場合に

は，その村に居住しているという意味合いで使われているのではないだろう

か。従って，ジェチョーヌィシについては，村あるいは部落に居住しているこ

とを示すものとなっている。

牧人については，すでに言及したように，イリイツィノ村・オトチシチェ

ヴォ村・ノーヴォエ村・ブイゴロド村という同一のプリカースに所属する，し

かもいずれもヨシフ＝ヴォロコラムスキー修道院近郊の 4ヶ村（このプリカー

スの残りの 2ヶ村のうちブィコヴォ村については， 1571-72年に寄進されたも
(68) 

のであり，小村クリュコヴォについては，当時は部落でしかなかった）と，他

の2ヶ村についてのみ確認することができる。さらに，時期が示されている場

合には，夏期であり，収穫後の耕地での放牧と考えられる。おそらく，その耕

地は修道院の直領地であったのではないか。日常的には，馬係，家畜の世話人

が家畜の世話に当たっていたのであろう。ただ，馬係の場合は，その存在が特

定の村に限定されなかったとはいえ，数的には限定されたものとなっていた。

煕 IMについては，サヴェリエヴォ村とアンギロヴォ村の 2つの村について
(69) 

確認でき，前者の場合は 2件で，いずれも保証人が 2人ずつ，後者については
(70) 

4件で， 2件についてほ保証人が2人，残り 2件については保証人が 1人と
(71) 

なっている。なお， 1件「製粉場で」〈<HaMe.JibHM~y» という表現が見られる。

(66) TaM況 e,C 233, 252, 270 

(67) TaM況e,C 234, 252, 269, 270, 280 

(68)ブィコヴォ村については A<l>3X,NQ354を，小村クリュコヴォについては I'aM.'//Ce, 

NQ 297, 347を参照。
(69) BXK'i<o,e, c 245 

(70) TaM灰 e

(71) TaM況 e
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MeJibHHKについては14件確認できるが，うち 4件はアンギロヴォ村に関わ
(72) 

り，いずれもノヴゴロドの人であるイワン・リャプンが製粉業従事者である。

また， 8件はオヌフリーの息子ロジオンが製粉業従事者で，そのうち 2件につ
(73) 

いて「製粉場で」〈<HaMe.JibHHIJ;.Y))との言葉が付されている。残り 2件は，イゾシ
(74) 

ミンスキー修道院のワシーリーが製粉業従事者である。支出帳薄では，〈<HlilKHaH
(75) 

Me.JibHHu;a≫ という表現が使われている。

番人については，比較的サーヴィス提供の場がオプローク支払帳薄の中に記

載されている。これは，提供するサーヴィスの性格が影評していると思われる

が，場として示されているのは，

①

②

③

④

⑤

⑥

 

「大門で」
(76) 

((y 60 ITblllHe BO po I hi≫ 

「厩舎て」
, (77) 

ゞ〈<HaKOHIOllleHHOlil八BOp≫

「水門で」

「聖門で」

(78) 

≪y BO邸 HbIXBOporn 

(79) 

〈<KCBl!TblM BOporaM≫ 

(80) 

「ボゴロドノイ修道院で」〈<HaEoropO,[(HOH MOHaCiblpb≫ 
(81) 

「邸で」〈<Ha,[(BOpll;bl≫ 

あるいは形容詞形で，

⑦ 「門の」 ≪BOpOIHO材≫(82)

⑧
 

(83) 

「町の」 ≪ropo仄OBO月≫

(72) TaM次 e,C 241, 262, 274, 275, 284 

(73) TaM)Ile, c 203, 210, 217, 226, 241, 259, 274, 284 

(74) TaM匹， C265, 275 

(75) BXKnp1<, c 31, 32, 80 

(76) BXK1<0C6,C 206, 286 

(77) TaM液 e,C 232, 243, 261, 276 

(78) TaM ?1Ce, c 194, 195, 214, 232, 248, 276, 286 

(79) TaM液 e,C 217 

(80) faM況e,C 248, 251, 286最後の場合には，「牢番」 ≪cropolKr10peMHoii≫ となっている。
(81) TaM灰e,C 200, 214 

(82) TaM況e,C 243, 262 

(83) TaM況 e,C 286 
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⑨

⑩

⑪

 

(84) 

「金庫の」 ≪Ka3eHHO柑≫

「モスクワの」〈<MOCKOBCKO柑))(85) 
(86) 

「漁場の」 ≪pbI6HOM≫

である。

また，すでに触れたように，派遣先の指定が行なわれている事例があり，例

えば，モスクワヘは， 1581年10月25日付で，炉焚き人としてミクルコ MHKYJIKO
(8り

が，番人としてペルヴーシカ IlepByrnKa が，それぞれ派遣されており，

1573年11月16日には炉焚き人のクジマ（アレクセイの息子）がモスクワで勤務
(88) 

していた。さらに， 1592年には，モスクワ勤務への追加のオブロークとして0.5

ルーブリが，馬係のワシーリー・オフバートとグリゴリー・スコカ，裁縫師の

ヴォイカ，靴職人のダニール（ドロガーニャの息子），ジェチョーヌィ：ンのカリ

ン（チモフェイの息子），料理人のハリシム， crrylKKaのザミャトナ（ワシーリー
(89) 

の息子）とセメンに，そしてフォマにそれぞれ与えられている。料理人のハリ

シムは1589年10月11日にも，モスクワヘ炉焚き人として派遣されていたので，
(90) 

オブローク 1ルーブリの他に0.. 25オブロークが与えられている。この時には，

ジェチョーヌィシであるイワンコ加aHKOが番人として派遣され，報酬として0
(91) 

25ルーブリの追加の上に，シューバが与えられている。モスクワだけではな

く，すでに1573年12月17日には被解放者トゥロヒム（ステパンの息子）が炉焚
(92) 

き人としてオボブロヴォ村に派遣されたり， 1588年にはカルカポリでの奉仕に

対する報酬として馬係のラルギー napr雌に10アルトゥインが追加されて

(84) TaM灰e,C 199, 212, 214, 218, 232, 243, 261, 265, 286当該修道院の財産を保管する場所

は2種類あったようて
， 

、、 ≪Ka3eHHOH≫， と並んで ≪MeHblllallKa3Ha≫ い， と う表現が見られる。

これば支出帳銹中でも，≪MeHhlllOliKa3Ha'le恥という表現が使われていることに対応

している。
(85) TaM me, c 243, 287 

(86) I'aM況 e,c. 265 

(87) I'aM況 e,C. 227 

(88) TaM J1Ce, c 194 

(89) TaM況e,C 281 

(90) TaM me, c 261 

(91) I'aM灰e,C 257 

(92) TaM液 e,C 198 
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し、ぶ。~)

手工業者の労働の場の存在を示唆しているのは，炉焚き人へのオブロークの

授与に際して，炉を焚くべき具体的な建物が示されている場合である。例え

ば，

① 

②

③

④

⑤

⑥

⑦

 

(94) 

「裁縫小屋で」〈<BrropIHyw HJ6y≫ あるいは．〈<Brrop1Hyw 1<:e.11hw≫ 
(95) 

「裁縫小屋の裁縫場で」〈<HaIIIBallbHH) B IIOpIHYW H36y≫ 
(96) 

「製革小屋で」 ≪sKOlKeBHYW m6y≫ 
'(97) 

「靴製造小屋で」 ≪BcarrOlKHYW H3BY≫ 
1(98) 

「靴製造小屋の縫製場で」〈(HaIIIBallbHH) B canOlKHYW H36y)) 
(99) 

「鍛冶場で」 ≪HaKY3HHIJ,,Y≫ 
(100) 

「ろくろ小屋で」〈<BIOKapHyfO H36y≫ 

という表現である。事実，支出帳薄の1581年 7月30日付で鍛冶屋ボリス（ペト

ロフの息子）は，「春のニコライの日 (5月9日）から翌年の春のニコライの日
(IOI) 

まで鍛冶場で仕事をしなければならない」との記載があることから，修道院所

有の鍛冶場の存在を推測することができる。また， KaJaKの場合で，製粉場と

結びつして、'' 〈<Ka3aKHa Me.JibHlll.¥Y≫, 〈<Me.JibH皿 HOJ,!KaJaK≫ となっている事例
(102) 

もある。

裁縫師，製革工，靴工，鍛冶工，ろくろ師のような屋内での労働に携わる

(93) faM況 e,C 241 

(94) TaM'JICe, c 194, 214, 232, 236, 251 

(95) TaM況 e,C 285 

(96) faM'JICe, C 265, 285 

(97) TaM灰 e,C 214, 233, 285 

(98) TaM況 e,C 265 

(99) TaM況 e,C 232 

(100) faM灰 e,C 195 

(101)≪Toso lK ,11tt11邸 HOKY3Hel¥y 6op11cy Ilerposy CbIHY JlyqeHllHY a6poKy Ha ro八 py6、llb,

煕JIOTbeMy Ha KY3Hlll¥e OT H!!KOJil!Ha ,!IHI! OT sewHeBa no HllKOJillH邸 Hbno sewHe材

IlopyKa no HeM OcpoHacett BoxOTL¥KOH≫(BXKnp1<, c 212)。

(102) BXK巫 6,C 197, 219, 230 なお，後で触れるように， K四aKの労働内容は極めて多

様である。



53 16世紀後半のヨシフ＝ヴォロコラムスキー修道院領における屈用労働 ー53-

人々，また，製粉業という特定の設備を備えた場である製粉場を必要とする製

粉業従事者は，それぞれの労働を行うにふさわしい小屋＝仕事場で労働を行っ
(103) 

ていたものと考えられる。それがどこに存在していたのかを示す記述は見つか

らないが，可能性があるのは，当該修道院そのものの内部か，修道院近郊の

村々の中心地であるノーヴォエ村の内部ということであろうか。しかし，労働

の場の存在は，オブローク受領者の生活の場との関連もあり，もう少し検討を

加えてみなければならない。

次に，建物そのものの建造に携わる大工はどうであったのだろうか。オブ

ローク支払帳簿では，前述のように，大工もまた恒常的にオブローク受領者と

して現れ，ほぼ 1ループリのオフロークを与えられていた。しかし，彼らは，

年間を通して，どこに居住し，どのような仕事を行っていたのだろうか。後で

も触れるように，「大工達の戸」という表現が見られることととう結び付ける

ことができるのだろうか。仕事の性格上，本来的には，大工は複数で仕事をし

ていると考えられるが，オプローク受領者の数が少ないことをとう考えるぺき

なのだろうか。

漁業関係では，支出帳簿の中に魚類の購入が頻繁に記載されているが，その

種類を見ると，チョウザメ等の，高価な，おそらく当該修道院領内には漁場の
(104) 

ないものであり，日常の消費に必要な魚類ではない。漁師のうち戸を所有して

(103) この点については，チホミーロフとグレーコフも指摘しているが，グレーコフ
は，居住場所としての小屋H36aを強調しており， ≪几ernH,11Bopeu≫ 「届用労働者用の
戸），噂rnHa1136a≫ 「屈用労働者用の小屋」を指摘している (fpeKOB,6且欧a3CO'! , 
C 77 なお，註において， ≪rocrnHal!1136a≫, ≪cnyJKHall H36a≫, 〈<KOHIOUJeHHal!1136a≫, 
〈rnoprnall1136a≫, ≪carroJKHal! 1136a≫, 〈<Ky3Hll咄 blけ):(Bopeu≫ その他の存在に言及している）。
また，チホミーロフは居住場所兼仕事場と捉えている (T11xoM11poB,H YKa3 co叫 C149; 
l<Huza 1<11ゆtteuu 0011208a只 l<HUZaJfocutfio-B01101<011aMll<OZO MOHaCmblp!l XVI Bel<a, C 4) 

(104) 例えば，
≪To Bo lK):(Hll KaJiraHy 4 py6皿庶Her,KaK rroex釦IHa KOJIOMHY KO BJia,!l.b!Ke. H Ha re eMy 

nemH KYIIHTII Ha KoJIOMHell Ha Pe3aHII CBeJKall pbI6a UJeBpllrn I! C repJill/:(11, II llell.lH, II 6enal! 

pb!6HL¥a≫ 「同日(1573年 5月23日ー引用者）コロムナの大主教の所に出かけるカルガ
ンに4ル・ーブリが渡された。彼は，このお金で，コロムナとリャザンにおいて鮮魚，
すなわちンェヴリガとチョウザメ，ブリーム，コクチマスを購入しなければならな
い。」 (BXI<np1<,c 28)。
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いる者が，どこに戸を所有しているのかを見てみると， 12人中ファジェイェ
(105) (106) 

ヴァ部落に 1戸，チャシチャ部蕗に3戸と，チャ‘ンチャ部落に多くが存在して

いる。 1589年， 1590年のオブロークを受領している漁師4人のうち 3人はチャ

ヽンチャ部蕗に戸を所有する者であった。いずれも，当該修道院から遠くない，
(107) 

川沿いに位置する集落であり，漁業が営まれていたのであろう。そして，漁師

の場合は，後述するブジャロヴォ村の漁師のように，一定の村の漁師がオブ

ローク受領者となっていたように思われる。

手工業・漁業関係のオプローク受領者の存在意義はとこにあったのであろう

か。人数的に考えて，当該修道院が，生産あるいは捕獲されたものを販売して

貨幣を入手する，という目的を持っていたとは考えられず，チホミーロフも指

摘しているように，せいぜい当該修道院内の需要に当てるという程度のもので

あったと思われる。そして，オブローク受領者だけのサーヴィスでは需要が充足

されない場合にのみ，臨時的に他の屈用労働を通入したのではないだろうか。

【期間について】

では，オブローク受領者は期間的には無制限の拘束を受けていたのだろう

か。それとも，期間が限定されていたのだろうか。オブローク支払帳薄で判断

する限り，オブローク受領者については，期間が限定されていたようであり，

その期間も職種によってさまざまであったように思われる。

期間を明記している場合，それを示す形式として，次のような 2種類のもの

があった。

(1) 期間を示しているもの
(108) 

① 始まりの期日を示さずに，至聖生神女庇護祭（旧露暦10月1日）まで

(105) 漁師アレクセイ（カルプの息子）の戸である (BXKnpK,c 211)。
(106) 漁師アフレム (TaM液 e,C 243, 261, 276) , グリゴリー (TaM況 e,C 261, 276), フョー

ドル (TaM攻 e)の3人の戸である。
(107) ファジェイェヴァ部落とチャシチャ部落とは隣接しており，いずれもロクヌィ
シャ）II沿いに位置していた (A</J3X,C. 14)。
(108) BXKKOC8, c 202, 203, 233, 247, 252 この場合，「居住しなければならない」との表
現が見られることもある。



55 16世紀後半のヨシフ＝ヴォロコラムスキー修道院領における雇用労働 -55-

②

③

④

⑤

⑥

 

(109) 

至聖生神女庇護祭から至聖生神女庇護祭まで
(110) 

大斎から至聖生神女庇護祭まで
(111) 

大斎前週（乾酪の週）から至聖生神御庇護祭まで
(112) 

復活祭第 3週（携香女の週）から至聖生神女庇護祭まで
(113) 

何月何日から至壁生神女庇護祭まで

⑦

⑧

 

(114) 

春のニコライの日（旧露暦5月9日）から主の降誕祭（旧露暦12月25日）まで

逆に，主の降誕祭（旧露暦12月25日）から春のニコライの日（旧露暦 5月
(115) 

9日）まで

⑨
 

②
 

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

 

①

②

 

(116) 

ワシーリーの日（旧露暦1月1日）からエウドキアの日（旧露暦3月1日）まで
(117) 

フィリップの日（旧露暦11月14日）まで
(118) 

主の降誕祭まで
(119) 

聖母受胎告知祭（旧暦暦3月25日）から 1年分
(120) 

何月何日から何月何日までの分
(121) 

単に 1年分

期限がいつかを示すもの

大斎(122)

フィリップの日
(123) 

（旧露暦11月14日）

(109) TaM況 e,C 198 

(110) I'aM灰e,C 223 

(111) TaM況e,C 248 

(112) TaM況e,C 250 

(113) foM Jlle, C 247, 248, 265 

(114) TaM況e,C 227 

(115) TaM灰 e,

(116) I'aM況e,C 199, 200 

(11 7) foM Jlle, C 203, 204 

(118) TaM況 e,C 264 

(119) TaM況 e,C 236 

(120) TaM Jlle, c 190, 192, 199, 200 

(121) foM況 e,C 199, 200, 247, 248 

(122) TaM況 e,C 254 

(123) TaM況e,C 193, 254, 270 
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. (124) 

③ 主の洗礼祭（旧露暦 1月6日）
(125) 

④ 主の降誕祭（旧露暦12月25日）

⑤ 至聖生神女庇護祭（旧露暦10月1日）
(126) 

(1)の①については屋敷番に関して 3例，炉焚き人，厩番に関して 1例ずつ，

ジェチョーヌィミンに関して 4例， (1)の②については，炉焚き人に関して 1例，

(1)の③については，ジェチョーヌィシに関して 1例， (1)の④については，ジェ

チョーヌィ、、ンに関して 1例， (1)の⑤については大工に関して 1例， (1)の⑥につ

いては家畜番と製粉業従事者に関して 1例ずつ，屋敷番に関して 2例， (1)の⑦

・⑧については，製粉業者と鍛冶屋に関して 1例ずつ， (1)の⑨については，鍛

冶屋に関して 1例， (1)の⑩についてはジェチョーヌィシに関して 7例， (1)の⑪

についてはジャチョークに関して 1例， (1)の⑫については炉焚き人に関して 1

例， (1)の⑬については，ジェチョーヌィシ・火掻き棒製造職人・鍛冶屋につい

て1例ずつ， (1)の⑭については屋敷番・テーブルクロス織工に関して 1例ず

つ，番人に関して 2例， (2)の①については，屋敷番に関して 2例， (2)の②につ

いては，屋敷番に関して 1例，ジェチョーヌィ、ンに関して 5例， (2)の③ ・④ ・

⑤については，いずれも屋敷番に関する 1例，不明 1例という状況である。

このように，同一職種についても，拘束される期間はさまざまであったが，

≪ro只OBOelKaJIOBaHhe≫ という表現や，半年分とか 1年分というような表現が頻
(127) 

繁に見られることから判断すると，基本的には 1年間であったように思われ

る。また，終了時期についてほ， 10月1日（至聖生神女庇護祭）が最も多かっ

たようである。これは，「はじめ」において述べたように，オブロークの支払が

始まる時期が10月に入ってからということと関連しているのであろう。

では，この拘束期間は，オブローク受領者にとってどういう意味を持ってい

(124) TaM況 e,C 253 

(125) TaM況 e,C 254 

(126) TaM況 e,C 222, 253, 

(127) 註107と註109,註108中のジェチョーヌィ＇：ン・火掻き棒製造聯人の場合には，
1年とされている。半年分とされている事例は，ジェチョーヌィシ，炉焚き人，
≪reJJe)l(HbIH noBap≫ について，それぞれ 1例ずつ見られる (TaM灰 e,C 217, 233, 236)。
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たのだろうか。

，
~
~
~
~
 

4

.

＾
 

することもむつかしい。

この点については，すでに触れたように，チホミーロフが，

ジェチョーヌィシの従属性を論じる中で，ジェチョーヌィシは，受領したオブ

ロークを返済すれば，期限前であっても，自由に離れることができていたこと
(128) 

を指摘している。また，結婚のために前任者がその任を離れ，新任者が残りの
(129) 

期間に相当するオフロークを受け取っている場合も見られる。このような点か

ら判断すると，オブローク受領者に対する修道院側の拘束の度合は，緩やかな

ものであったと言える。しかし，保証の必要性を考慮すると，そう単純に判断

この問題については，オブローク受領者の実態を検討

する中で，もう一度触れることにしたい。

オブローク受領者に対する修道院側の対価

では，オブローク受頷者は，被屈用者として，雇用の際に当該修道院から労

働の対価として何を期待していたのだろうか。

【オブロークの額について】

先ず，オブローク受領者にはオプロークが支給されていたのであるから，そ

3
 

の金額について検討してみたい。

オブロークの額は，職種によって異なっていただけではなく，同一職種でも

一定ではなく，年によって異なっていた。そこで， 1年に満たない短期間や特

定の時期に支給されるオプロークと追加のオフロークを除いて，各職種のオフ

ローク受領額を見てみると，当該期間を通して変化がないと思われるのは，靴
(130) 

工の 1ルーブリ，鞍師の40アルトゥイン，テーブルクロス織工の20アルトゥ

(128) THxoMHpOB, M H YKaJ coq , c 150 

(129) BXKnpK, c 240 これは，馬係である。
(130) 靴工の場合，最高額は 1ルーブリと固定されていたようだが，オブローク受領
者となった時点で即 lル・ーブリを支給されるということでもなかったと思われる。
例えば，父親ドロガーニャの場合には，当初から1ルーブリを支給されている (TaM
')l(.e, C. 198, 213, 220, 235, 250, 264)が，彼の息子ダニールの場合は， 10アルトゥイソ
から出発して，年を追って， 4グリヴナ， 05ルーブリと増額されている (TaM')/(.e,
C 236, 250, 264, 281)。また，ピ ョートルの場合も， 10アルトゥイン， 4グリウ`ナ， 30ア
ルトゥイン， 1ルーブリと増額されているし (BXKnpK,c 29, BXK叫CB, C 199, 213, 
222), トロヒムの場合も， 0.25ルーブリ (50ジェーニガ）， 05ルーブリ， 30アル｝ゥ
イン， 1ルーブリと増額されている (BXKnpK,c 33, BXK. 砂CB,C 199, 213, 250, 264)鞍師
については， 1例だけ 1ルーブリが支給されている (TaM冗e,C 264-4)。
なお，当時， 1ルーブリ =200ジェーニガ， 1グリヴナ=20ジェーニガ， 1アル
トゥイン=6ジェーニカであった (0<1ep1<upycc1<oi11<y11bmypb1 XVI eei<a,'I I, Mamepu-
llllbHQJl KY/lbmypa Ilo,l¥ pe八 ABApQHXOBCKOro M, 1977, c 226-228)。
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(131) 

インで，馬係の 1ループリについても，同様のことが言えそうである。また，カ

ザクも，オブローク受領者として登場してくる頻度はそう高くないものの，オ

ブローク額は llレーブリと固定的である。火掻き棒製造職人の場合も，ほぼ40
(132) 

アルトゥインであった。

木さじ製造職人の場合， 1588年には30アルトゥインであったが，翌年以降は
(133) 

1ルーブリに増額されている。また，製粉業従事者の場合も，オフローク額は
(134) 

一定していないが，同一人物で見た場合， 1ルーブリ， 30アルトゥインから 1
(135) 

ルーブリに， 1ルーブリから40アルトゥインに，と増額の煩向が見られる。裁

縫師の場合も，製粉業従事者の場合と同様で，同一人物について見た場合， 1
(136) 

ルーブリに固定されている人物もいるが， 0.5ルーブリから30アルトゥインに，
(137) (138) 

さらに 1ルーブリに，また， 20アルトゥインから 1ルーブリに，そして， 0.. 5 

ルーブリから20アルトゥインに，さらに20アルトゥインから20アルトゥイン 1
(139) 

グリウ｀ナヘ，また， 1ルーブリから40アルトゥインヘ，さらに40アルトゥインか

(131) 馬係の場合も，確かに 1ルーブリが一般的ではあるが，初めてオブロークを受
領する際には， 1ルーブリではなく， 25アル｝ゥインあるいは30アルトゥインを支
給されていたようであり (BXR1<oce,c 192, 193, 210, 211) , また， 1ルーブリを経て， 4
0アル｝ゥインを支給される場合もあった (TaM洸 e,C 241, 259, 274, 283)。
(132) 1例だけ 1ルーブリが支給されている (TaM灰e,C 226)。
(133) 木さじ製造戦人として登場しているのはグリゴリー（ヤコフの息子）だけであ
るが，彼の場合も，初年度は,30アルトゥインのオブロークであった(TaM況e,c250)。
(134) すでに触れたように，製粉業従事者として登場してくるのはイゾンミンスキー
修道院のワシーリー，イワン・リャプン，ロジオ‘ノ（オヌフリーの息子）の 3人だ
けである。なお，人物の比定に当たっては，あだ名に注目したり， IIerpoecKHH,H A 
C11oeapb pyCCl<U)C /lU叩 blXUMeH, M, 1984 によって，愛称形などを本来の名前に戻すと

いう手続きを採った。
(135) ワシーリーの場合は，当初から 1ルーブリで (BXR1<oce,c265, 275), イワンの場合
は.30アル｝ゥインから 1ルーブリに (TaM況e,c241, 262, 274, 28り，ロジオンの場合は，
1ルーブリから40アルトゥインに (TaM況 e,C 203, 210, 217, 226, 241, 259, 284), それぞ
れ増額されている。ただ，ロジオンについては， 1590年だけはそれまでの，そして
その後の40アルトゥインではなく， 1ルーブリの支給であった (foM況e,c245)。
(136) ワシーリー (TaM訊e,C 227, 249, 264) , イワン (TaM次 e,C 198, 213, 220, 227, 249) , 
コンスタンチン (TaM波e,C 198, 212, 219), ビャートイ (TaM況e,C 228, 249, 264) , フョ
ードル (TaM況e,C 221, 228, 235, 249, 264)の場合がこれに当たる。
(137) ボグダンの場合がこれに相当する (TaMme,c 199,213,220, 227-8)。
(138) クジマの場合がこれに相当する (TaM況 e,C 228, 235, 249, 264)。
(139) ラトゥィシャの場合がこれに相当する (TaM灰e,C 235, 249, 264, 265)。
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(140) 

ら15;レーブリヘと，それぞれ年を追って増額されている事例が見られる。ろく

ろ師の場合も，ろくろ師としてオフローク額が同一というわけではなく， 25ア
(141) 

ルトゥインから30アルトゥインヘと増額していたり，40アルトゥインで一定し
(142) 

ていたりする。漁師の場合も，人によって異なり，30アルトゥインないし I; レー

ブリで，年を追って30アルトゥインから llレーブリに増額されるという方法が
(143) 

採られていたようである。大工の場合は，一般的には I; レープリあるいは40ア

ルトゥインであったが，やはり，年を追って増額するという方法が採られていた
(144) 

ように思われる。ストッキング製造工についても，年を追って増額という傾向
045) 

が見られるが，最高額は40アルトゥインである。製革工についても，一定の額
(146) 

ではなく， 1ルーブリあるいは 2ルーブリに固定されていることもあるが，年
(147) 

期を積むことによってオプローク額も増額されていったと思われる。鍛冶屋の

場合は， 10アルトゥインから 2ルーブリまでかなり幅があり，しかも個人差が
, (148) 

あったが，やはり年を追って増額されている事例が存在する。

番人の場合は， 5アルトゥインから 2;レーブリの幅があり，一定額というわ

(140) イワン（アンドレイの息子）の場合がこれに相当する (TaM液e,C 198, 212, 2]9, 
227, 235, 249-251)。

(141) ミハイル（フィリップの息子）の場合がこれに相当する (TaM灰e,C 260, 276)。
042) ミハイルの父親フィリップ（ドミトリーの息子）の場合がこれに相当する(TaM

灰 e,C 194, 213, 216, 226, 242, 260, 276, 284)。
(143) アニシム (TaM液e,C 233, 234), グリゴリー (TaM)Ke,C. 195, 211, 218, 226, 243, 261, 
276)の場合がこれに相当するが，グリゴリーは， 1573年 5月19日に半年分のオフゞ
ロークとして 4グリヴナを得ており (BXKnp1<,c 27), 1年間では 8グリヴナに相当
する額から出発したことになる。
(144) ミハイルの場合，車大工とも表現されているが，当初，車大工として llレーブリ
10ジェーニガから40アルトゥインに，さらに40アルトゥイン 1グリウザに増額され
た後，大工として40アルトゥインを得ている (BXKi<ocB,c 226, 241, 259, 274)。

(145) ペルヴーシカの場合がこれに相当し， 10アルトゥインから 1ルーブリに，さら
に40アル｝ゥインヘと増額されている（和M 況e,C 213, 226, 242, 260, 275)。また，彼の
弟子アナーニーの場合は， 0.25ルーブリから10アルトゥインヘと増額されている
(TaM次 e,C 260, 275)。グリゴリーの場合は， 1ルーブリに固定されている(TaM)Ke,
C 202, 213, 221, 226)。
(146) ワシーリ•一の場合は 2 ルーブリに (TaM 灰e, C 217,226), グリゴリーの場合は 1
ルーブリに (foM況 e,C 243, 263) , それぞれ固定されている。
(147) アクセンの場合， 15ルーブリから 2ルーブリに増額されている (TaM況e,C 
217, 226, 242, 263)。

(148) イシドールの場合，当初10アルトゥインであったが， 05ルーブリ， 25アルトゥ
イン， 1ルーブリと増額されている (TaM次e,C 236, 242, 260, 275, 283)。
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けではなかった。個人的に見た場合にも，固定されている人物も，変動してい
(149) 

る人物も存在するという状況であった。炉焚き人については， 10アルトゥイン

が一般的であるが， 2グリウ''-r'4グリウ''-r,0 .. 5ルーブリ， 20アルトゥイン，

25アルトゥインとさまざまで，しかも，規則的に増額されているというわけで

もなかった。屋敷番については， 4グリヴナと0.5ルーブリが一般的であり，時

に20アルトゥイン， 25アルトゥインとなっている。最も人数の多いジェチョー

ヌィシの場合は，当初 1ルーブリが一般的であったが， 1588年から0.5ルーブ

リあるいは20アルトゥインに減額され， 1592年に再び25アルトゥインあるいは

30アルトゥインに増額されたたようである。また，ジェチョーヌィシについても
(150) 

年を追って，増額されていくという傾向が見受けられる。

このように，オブロークの額は，最低10アルトゥインから最高2ルーブリま

で多様であった。しかも，同一の職種であっても，同じ金額というわけでもなかっ

た。そして，手工業のような熟練を要する職種については，テーブルクロス織工を

除いて，比較的高額のオブロークが支給されていたように思われる。逆に，炉焚き

人や屋敷番の場合には，オブロークの支給額も低いものであった。

それでほ，オブローク受領者は，オブロークだけを得ていたのだろうか。次

に検討するのはこの点である。

【オブローク以外に支給されていたもの】

(149) イワン（イワンの息子）の場合， 05ルーブリから20アルトゥインに増額されて
いる (BXRnp1<,c 27, BXRゆ C6,C 194, 195, 217)。また，フォマ（タルフの息子）の場合
も， 25アルトゥインから 1ルーブリに増額されている (TaM灰 e,C 199, 212, 214)。しか
し，アルチェム（ヤコフの息子）の場合は， 1ルーブリから25'アルトゥインに減額
され，再び lルーブリに戻っている (TaM'//Ce,c 218, 232, 243, 261, 286)。

(150) アンドレイ（ヤコフの息子）の場合， 20アルトゥインから30アルトゥイン一 l

グリヴナ（結局160ジェーニガで， 8グリヴナ）に増額されている (TaM灰 e,C 272, 

288)。ワシーリー（フョードルの息子）の場合も， 20アルトゥインから 1ルーブリ

に増額されている (TaM灰 e,C 199, 209, 231)。グリゴリーとエメリヤン（フォマの息

子）の場合は，いずれも20アルトゥインから30アルトゥインに増額されている（グ

リゴリーについては， TaM況e,C 239, 257, 272, 287, エメリヤンについてほ， TaM況 e,C 
258 271, 287)。ジェニス（マクシムの息子）の場合は， 10アル｝ゥインから20アル

｝ゥインに，さらに20アルトゥインから25アル｝ゥインに増額されている (TaM況 e,
C 252, 258, 2 71, 28 7, 288)。
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オブローク受領者の中には，修道院からオブローク以外のものを，金銭ある

いは現物で，別途に支給される場合があった。これを年代順にまとめたものが

表II-3である。

同表に示されているように，別途に支給されていたものは，手袋・針・弦・

靴底用の金銭，または長靴・シューバ（毛皮外套） ・手袋などの現物であった。

職種によって支給されるものが決まっていたようで，労働上必要なものを補充

するという位樅づけであったと思われる。ストッキング製造工には，弦用の 1

アルトゥインが確実に保障され，裁縫師についても1589年度までは針用の 1ア

ルトゥインあるいは4ジェーニカが保障されていた。靴工については， 1579年

度と， 1587年度から1589年度にかけては，針用の 1アルトゥインが部分的に保

障されていた。ジェチョーヌィ、ンについては手袋用の金銭が支給されている

が，全員に確実に支給されているというわけでもなく，毎年ということでもな

い。大工については， 1581年度までしか，しかも部分的にのみ，手袋用の金銭

が支給されているに過ぎなかった。表中の他の職種については，恒常的な支給

といえるものではない。

オプローク以外の支給については，上述のもの以外に，食糧が与えられてい

る場合が見られる。

① 1573年12月22日に，鍛冶屋アレクセイ（グレゴリーの息子）に対して， 2
(IS!) 

チェトヴェルチずつの燕麦とライ麦が与えられている。

② テーブルクロス織エイワン・グビンに対して， 1573年12月24日と1575年12
(152) 

月28日に，いずれも 6チェトヴェルチずつの燕麦とライ麦が与えられている。

③ 1592年に，鍛冶屋ボグダン，大工モイセイ，セメン・クチンに対して，そ
(153) 

れぞれ2チェトヴェルチずつの燕麦とライ麦が与えられている。

また， 1581年には，裁縫師のボリス（グレゴリーの息子）とルカ（ボリスの

(151) TaM況e,C 119 

(152) TaM況 e,C 200, 211 

(153) TaM灰 e,C 283 



-62- 香）II大学経済論叢 62 

息子）について，前者に対しては，オブローク20アルトゥインの他に， 3.. 5ヶ月

分の住居費2グリヴナと針用の 1アルトゥインが，後者に対しても，オブロー

ク30アルトゥインの他に， 2ヶ月分の住居費 1グリウザと針用の 1アルトゥイ
(154) 

ンが与えられており，住居費の支給もあり得たのである。

このようなオブローク以外の物品の支給について最も典型な形を示している

のが， 1593年4月1日（年度でいえば1592年度）に修道士ミサイル・ベスニン
(155) 

とブジャロヴォ村の漁師との間で結ばれた取決めである。その内容は次のよう

なものである。

① ブジャロヴォ村の漁師ヤコフとその息子及び妻の 3人に， 1人当たり月 1

オスミナのライ麦（年間総高18チェトヴェルチ）， 1人当たり年間 lチェト

ヴェルチずつの燕麦， 1プードずつの塩，肉の塊， 1チェトヴェルチずつの

えんどうを与えること

② 漁師であるヤコフと息子に対しては，毎年のオブロークとして 1ループリ

ずつを大斎の時に与えること

③ 長靴，手袋，皮革，袖当てをヤコフと息子に与えること

④ 穀物については，目録に則って，セメンの日 (10月 1日）から与え，長

靴，手袋，皮革，袖当てについては，年間のオブロークと共に，大斎の時に

与えること

⑤ 漁師トミーラに，年間25アルトゥインのオプローク， 4チェトヴェルチず

つのライ麦と燕麦， 1チェトヴェルチの大麦，長靴，手袋，皮革，袖当てを

与えるが，その時期は漁師ヤコフと同時にであること

⑥ 漁師トミーラには，半プードの塩も与えること

ここに見られるように，ブジロヴォ村の漁師も，穀物を始めとする食糧，長

靴・手袋・皮革・袖当て等を支給されていた。しかも，この場合には，年間を

通してであった。生活の保障と言えるのではないだろうか。しかし，これが全

てのオブローク受領者に当てはまるものであったということには疑問が残る。

(154) TaM況 e,C 227 

(155) TaM灰 e,c 291 (NQ 40) 



表 IT-3 オブローク以外の支給物

1573. 10、,l~ 1575 10.16~ 1579. 10. 27~ 1581.10 1~ 1587, 12 22~ 158810 25~ 1589.10.11~ 1590.9.4~※4 1592~※4 

1574.4.30※I 1576.5.24※2 1580.3.16※2 1582.5.9※3 1588.9.8※, 1589.6.11※4 1590※4 

職種 件数 職種 件数 賊種 件数 職種 件数 職種 件数 職種 件数 識種 件数 戦種 件数 朦種 件数

手袋用金銭 馬係 1 馬係 1 

大工 1 大工 6 大工 2 大工 4 

ジェチョ-ヌィシ 34 ジェチョ・-ヌィシ 32 ジェチョーヌィシ 33 ジェチョ•ーヌィシ 32 ジェチョ•—•ヌィシ 2 

車大工 1 車大工 1 

桶屋 2 

カザク 1 カザク 1 

漁師 1 

不明 1 

針用金銭 裁縫師 5 裁縫師 5 裁縫師 6 裁縫師 10 裁縫師 4 裁縫師 7 裁縫師 7 

靴工 4 靴工 4 靴エ 5 靴エ 5 

下級堂務者 1 

弦用金銭 ストッキング ストッキング ス）ッキソグ ストッキング ストッキソグ ストッキソグ スIッキソグ ストッキソグ

製造工 1 製造工 1 製造工 1 製造工 3 製造工 2 製造工 2 製造工 2 製造工 1 

長靴 炉焚き人 2 

製粉業従事者 1 

ろくろ師 2 

シューバ ジェチョ•ーヌィシ 1 

靴底用金銭 製塩業者 1 

長靴と手袋 製粉業従事者 1 

〔典拠〕 BomtJUHHble xo3Rucm怨 HHbleKHU2U XVI 6 RHU2U oeHe加 HblXc6opoe u 6bm11am Hocuifjo-Bo110KoJ1aMcK020 MOHacmblpR 1573-1595 22, M.-、J1, 1978, NQ 30-39 

より作成。

注）金額については，

※ 裁縫師の一人が針用に 4ジェーニガを支給されている以外は，全て 1アルトゥインを支給されている。

泌 手袋用については10ジェーニガを，他は 1アルトゥインを支給されている。

泌 手袋用について，大工の 2人に 2アルトゥインを，他の大工2人に10ジェーニガを，針用＂弦用については 1アルトゥインを支給されている。

※4 全て 1アルトゥインを支給されている。
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だが，一部ではあれ，食糧や住居費が与えられていることもはっきりしている。

さらに，夏期用の手当が支給されている場合が，オブローク支払帳薄にも，
(156) 

また支出帳簿にも見られる。

① 1581年 5月13日に，イリイツィノ村でジェチョーノクであるイワンと彼の

仲間達3人に対して，夏期用に 1人30アルトゥイン一 1グリウナ，総額 3

ルーブリ 2グリヴナが与えられた。彼らの保証人なったのは， ィリイツィノ

村のペチャートチクのイワン・ベケトである。同月15日には，ノーヴォエ

村で， 3人のジェチョーノク，つまりアントレイ， トミトリー，イワンに対

して，夏期の賃金として 1人30アルトゥインー 1グリウザずつ，総額で 2

ルーブリ 4グリウ｀ナが与えられた。また，同月21日は，オトチシチェヴォ村

で， 4人のジェチョーノク，つまりマトヴェイ（イワンの息子），ヤコフ，イ

ワン（ザーハルの息子），スチェパン（アレクセイの息子）に対して，夏期の

賃金として 1人30アルトゥインー 1グリヴナずつ，総額で 2;レーブリ 4グリ

ヴナが与えられた。同月26日にも，、プイゴロド村で， 4人のジェチョーノ

ク，つまりヤキム（ビョートルの息子），イワン（トミトリーの息子），セ

ミョーン・ボゴロチェツ，コルニール（フョードルの息子）に対して，同様

のことが行われている。同月28日には，ノーヴォエ村の牧人イワンに対し

て，夏期用の牧養費用として20アルトゥインが与えられた。同年6月23日に

は，イリイツィノ村の管理人ウシャークが牧人アンドレイに対する牧養費用

20アルトゥインを受け取っている。同月29日には，アンギロヴォ村で， 3人

のジェチョーノク，つまりジェメフ， ミーシカ・ブラガ，オナシカに対し

て， 1人0.5ルーブリずつ，総額で1.. 51レーブリが与えられたが，彼らにはこ

れ以前にカズナチェーイのグーレイが10アルトゥインずつ与えていた。同年

(156) 支出帳簿ではオブロークとほ表現されていないし，夏期用の手当を受け取って

いる者がオブローク受領者であるかどうかについては明確に示されているわけでも

ないし，全ての夏期用の手当の受領者についてオブローク受領者であるかどうかの
確定はできないが，彼らの中にオブローク受領者が含まれており，オブローク支払

帳簿中の記載形式と同ーであることから，支出帳簿中の夏期用手当の受領者をオブ

ローク受領者と判断した。
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7月9日にも， トゥルィズノヴォ村で，ジェチョーノクのイワンに夏期用の

賃金30アルトゥインー 1ジェーニガが与えられている。同日，オトチシチェ

ヴォ村で，牧人ボグダン（マトヴェイの息子）に対して，夏期用の牧養費用

20アルトゥインが与えられた。同年8月9日にも， トゥーロヴォ村で， 2人

のジェチョーノクに対して，夏期用の賃金としてL5ルーブリ 4アルトゥイ

ンが，そして，牧人にも8.5アルトゥインが与えられた。同月26日にも，サ

ヴェリイェヴォ村で， 2人のジェチョーノクに対して，夏期用の賃金として

1人30アルトゥインー 1ジェーニガずつ，総額でL5ルーブリ 1グリヴナが

与えられた。さらに，ブイゴロド村でも，牧人、ンドルコ（ワシーリーの息
(157) 

子）に対して，夏期用の牧養費用25アルトゥインが与えられた。

② 1581年10月25日に，マモシノ村で，ジェチョーノクのクジマに，夏期用の
(158) 

30アルトゥイン一 1グリヴナが与えられた。

③ 1589年 5月9日に，オトチシチェヴォ村のジェチョーヌィシ 4人，つまり

イワン（ボクシェイの息子），イワン（ドミトリーの息子），イワン（ザーハ

ルの息子），ジェニス（マクシムの息子）に対して，夏期用のオブロークとし

て12アルトゥインずつが，同村で牧人トゥロフィムに夏期用のオブロークと

して 8アルトゥインが，それぞれ与えられた。いずれの場合も，保証人を立
(159) 

ててしヽ る。

これらの事例から判断すると，夏期の手当についても，賃金という言葉とオ

ブロークという言葉が使用されていることが分かる。また，これらの表現を伴

わない場合もある。が，いずれにせよ，夏期の手当の対象となっているのは

ジェチョーヌィシと牧人だけということになる。これは，労働の集中に対応し

た時期における特別手当という性格を持つものなのだろうか。

このように，オブローク受領者の一部は，オブローク以外にも当該修道院か

(157) BXI<np1<, c 206, 201. 209-211, 213, 215 
(158) TaM双 e,C 219 
(159) BXI<ゆl6,C 252 
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(160) 

ら何らかのものが支給されることが期待できたのである。

しかし，前述のように，オブローク受領者だけが当該修道院の雇用労働力で

はなかった。支出帳簿によって補ってみなければならない。

(160) 支出帳緒によると， 1575年10月2日付で，修道院長の命によってラキチノの漁

師アニシムに防寒帽用に 1グリヴナが (BXRnp1<,c 112) , 1579年10月29日付で，
≪八ereHbllliblnpHXOlKHe))マチューシカ（イワンの息子）とカリンカ（チモフェイの息子）

に，わらじ用に 2アルトゥインが (TaMJ1Ce, c 170), 1580年 2月7日付で，ろくろ師

イワンに，ルバシカ用に 2グリヴナが (TaM灰 e,C 178) , 同年3月19日付で，炉焚き

人ラティシャにもルバシカ用に 1グリヴナが (TaM1/le, C 180), それぞれ与えられて
いる。また， 1581年10月29日付で，修道土ニカンドラがサヴェリイェヴォ村のジェ
チョーノク 2人に，塩用の費用として 8ジェーニガを与えている (TaM加 e,C 219)。




